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逞しく育てと願う 

第７2号 けんぜん 
 

 

 

地域 家庭 学校 

会長就任あいさつ 

走り方教室 

本協議会は、将来を担う青少年の健全な育成を図ることを目的に、

中学校区ごとに組織され、家庭、学校、地域をつなぐパイプ役として

活動している組織です。 

私も、会長として十分な働きができるか不安ですが、意欲的に取り

組んで参ります。そして子ども達の健やかな成長を願うとともに、発

達段階に応じたさまざまな集団生活の場において、他者との協調性や

人間関係能力を高めることができるよう成長してほしいと願います。

共に青少年の心を育てる大人の運動の輪を広げて行きましょう。活動

の中で、朝のあいさつ運動や地域防犯パトロールなどは、関わる大人

が多ければ多いほど子どもの安心・安全につながるものとなります。

また、活動を通じて大人同士が交流と親睦を深めることも、互いの人

生においてとても大切なことです。 

今後とも、皆様と共に、地域に根差した青少年育成活動を進めて参

りますので、温かいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

校長先生のあいさつ 

日頃より、地域の皆様、保護者の皆様には、本校の教育活動に対しまして、 

ご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。今年度も新町小学校では、学校 

教育目標を「かがやく自分へチャレンジ」とし、「一人一人が輝き、笑顔と確 

かな学びにあふれる学校」を目指して全職員が一丸となって、一人一人に寄 

り添った丁寧な支援をしてまいります。 

子ども達が、自分の得意なことをさらに得意にするように頑張ったり、苦手 

なことでも、自分のペースでチャレンジしたりする前向きな気持ちをもってほ 

しいです。子ども達の可能性は、無限大です。「自分はできる！」と信じて、 

チャレンジしている自分を好きになれるように、学校・家庭・地域の皆さんと 

温かい心をつなぎ、子ども達の成長をほめて伸ばしていきたいと考えています。 

 昨年度から、子ども達が大きく成長しているのは『あいさつ』です。朝から元 

気に笑顔で『あいさつ』ができて本当に嬉しいです。この幸せな思いを喜ぶこと 

ができるのは、地域の皆様、保護者の皆様のご支援のおかげと深く感謝いたします。 

 今後も『笑顔かがやく』最高の新町小学校にしていくために、学校・家庭・地域が一体となって、未来ある子ど

も達をしっかり育てていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１１月に入り、２学期も後半となりました。今学期は２学年の社会体験チャレンジ

からスタートしました。新型コロナの影響を受け、４年ぶりに復活した行事です。 

この社会体験チャレンジは、多様な職業観・勤労観を理解し、職業・勤労に対する理

解・認識を深めます。将来の職業生活との関連の中で、今の学習の必要性や大切さを

理解します。社会規範やマナー等の必要性や意義を体験を通して理解し、習得しま

す。将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわしい 職業や仕事への関心・意欲を高

めます。３日間のチャレンジを終え、子供たちは大きく成長したと思います。これか

らも子供たちには「何かをしてもらうだけではなく、自分に何ができるか」を考え、

チャレンジ精神を忘れず、充実した中学校生活にしてほしいです。なお、合唱コンク

ールでもたくさんの保護者・地域の皆様にお世話になりました。今後ともご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

鶴ヶ島市第四地区 

青少年健全育成推進協議会 

会長 石塚 武志 

鶴ヶ島市立西中学校 

校長 松崎 努 

 １０月１０日（火）、新町小学校グラウンドで、

城西大学陸上部の千葉監督及びＯＢの方を講師に

招いて、「走り方教室」を開催しました。 

 今回は、新町小学校５・６年生を対象に速く走

るための練習などを指導していただき、子どもた

ちは、熱心に取り組み、楽しんでいました。 

                 （研修部） 

鶴ヶ島市立新町小学校 

校長 荒幡 光宏 


